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美里地区の高齢者福祉に関する提言 
 
１ 提言の背景 

美里地区は、昭和 40 年代に大規模な区画整理事業が行われ、本市の自動車
産業の発展と共に全国から多くの人々が移り住み、発展してきました。しかし、
全国的な傾向と同様に高齢化が進み、令和７年２月 1 日時点の高齢化率（満年
齢により算出）は、市内 28 中学校区中 10 番目に高い 27.5％となっています。
さらに、当地区の令和６年３月末時点の要介護認定率は 15.6％で、豊田市全
体の認定率である 15.9%より低いものの、人口構成では 70-79 歳が多く、後
期高齢者の割合増加に伴い、要介護認定率が今後急増することが懸念されます。 

美里地域会議では、令和 4 年度に当地区内の自治区及び各種団体の役員に対
し、「美里地区のまちづくりに関する記述式のアンケート」（以下「まちづくり
アンケート」という。）を実施しており、その回答を参考に、当地区が抱える課
題について協議してきました。その結果、当地区では、「高齢者福祉」に関する
課題解決を、優先して取り組む必要があるとの結論に至りました。 

 
２ 現状と課題 

高齢者福祉に関しては、要介護認定を受けている住民に対し、すでに公的な
支援制度がある一方で、要支援・要介護認定等を受けていないものの、生活に
困りごとのある高齢者（以下「高齢者」という。）に対して、支援が行き届いて
いないのではないかと考えます。 

これまで当会議では、「まちづくりアンケート」を参考に協議を重ねており、
運転免許返納後の移動手段や防災対策、地域交流の場の不足などの困りごとを
当地区に住む高齢者が抱えているのではないかと推察しています。しかし、検
討の参考にした「まちづくりアンケート」は高齢者の困りごとに特化した調査
ではないため、その調査結果から、当地区の高齢者が真に困っていることを特
定するのは困難な状況です。 



３ 提言の内容 
高齢者が本当に必要とする支援策を地域で実施するためには、高齢者が抱え

る当地区特有の課題を、私たち地域会議が正しく理解した上で提言する必要が
あります。高齢者の実態を把握するために、当地区では、以下のとおり地域性
を考慮した高齢者福祉に関する調査を実施したいと考えています。市には、高
齢者福祉に関する実態調査の専門知識を有するアドバイザーを当地区へ派遣
していただくなど、調査の実施を支援していただくようお願いします。 

 
（１）調査チームの立ち上げ 

地域会議委員が中心となって、地域住民で構成する調査チームの立ち上げ
を行います。 

（２）調査手法等の検討・実施 
専門家の助言を受けながら、調査チームが調査手法や調査項目、調査対象

について検討します。多くの高齢者から意見を聞けるように、新たな取組と
して、集いの場を活用した聞き取り調査、民生委員や高齢者に関わる団体と
の懇談、郵送やインターネットを利用したアンケートなどの調査を行います。 

（３）データの分析と必要な取組の実施 
専門家の助言を受けながら結果を分析し、当地区に住む高齢者が抱える課

題を特定します。その課題について、緊急性や優先度を評価した上で、市と
地域の共働で解決に取り組むことが必要な課題については、改めて当会議か
ら市へ解決策を提言し、住民がいつまでも安心して暮らしていくことができ
る地域の実現を目指します。 

 


